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　秋保大滝の不動橋から滝壺に下る道の右
側に、新川に抜けるふるさと緑の道の入口
がある。
　林道に交差する沢の小滝を覗いたり新緑
や紅葉の樹々の合間から大笠山を仰いだり
しながらヒバや杉の美林を抜けると、木橋
を渡って練田峠への登り道へ。峠のベンチ
で休んだら、気持ちの良い笹原を抜ける風
が新川への下り道に誘う。
　道端にひっそりと佇む巨木をたどり、樹々
の間から聞こえる様々な鳥の声に耳を澄ま
せ、時に地層の露頭に地球の歴史を感じな
がら、さらに森を抜けて行こう。派手さは
ないが正に玄人好みの峠歩き。里山と奥山
の両方の魅力を感じさせてくれる。
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渡
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の
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だ
。

いにしえ人は何を想い
この道を歩いたのだろうか

野鳥ざわめく緑の隧
ずいど う

道の先は
なぜか心地よい

喧騒とは無縁の空間が待っている
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❾分水峯分水峯
名取川と広瀬川を分ける分水の峯、 
左右をみながらゆっくり歩く。

林道猪ゲート林道猪ゲート
袂にあるコナラの巨木が目印。獣害除けのゲート、
開けたらしっかり閉じることが必須。

熊野神社熊野神社
新川地区の本通りとの合流点にあり、地元住民
により大切に祀られている。東方には、旧作並
小学校新川分校校舎が見える。

山神・水神山神・水神
樋口沢ため池の東の杉林にあり、新川の稲
作の鎮守として祀られている。人々の願い
がじわっと伝わってくる。

林道出会い林道出会い 中村林道との合流地点、休憩場所に最適。

練田峠練田峠
緩やかな勾配の頂上部にはベンチがある。コナラ、クヌギなどの樹木が林立し、地
面に張り付くように広がる笹原を見ながら、少しばかり峠越えの達成感を味わう。

ふるさと緑の道遊歩道入口・木橋ふるさと緑の道遊歩道入口・木橋
林道終点はベンチとイタヤカエデの巨樹が目印。そこから木橋を
渡りつづら折りの登山道となり、鬱蒼とした広葉樹の森を進む。

せせらぎの広場せせらぎの広場
沢沿いにある平場、ベンチが
設置されていて、休憩や沢遊
びもできる。

西向清水西向清水
大笠山の裾岩の間
から流れる清水。

めだきポンプ場めだきポンプ場
秋保郷の田園を潤す、秋保最西端の取水
ポンプ場。

不動滝橋駐車場不動滝橋駐車場
スタートとなるふるさと緑の道の看板。 
滝つぼ駐車場の向いの正面を進む。

ふるさと緑の道遊歩道入口・木橋ふるさと緑の道遊歩道入口・木橋
杉林の急坂を下り、樋口沢に架かる木橋を渡る。
橋のすぐ上流には、岩の谷間を浸たり落ちる景観豊かな小滝がある。

「樋口の三段小滝」

ヒノキ林区間、ヒノキの葉は、よく見るとＹの字の模様がみえる。ヒノキ林区間、ヒノキの葉は、よく見るとＹの字の模様がみえる。

大笠山を遠望しながら進む大笠山を遠望しながら進む
岩を抱えるカエデの大樹岩を抱えるカエデの大樹

鮮やかな紅葉の中を進む秋の景観鮮やかな紅葉の中を進む秋の景観 コナラの巨木コナラの巨木

山の恵み！ムキタケ山の恵み！ムキタケ

古道「駒新道入口看板」を古道「駒新道入口看板」を
左に見ながら中村林道を東へ左に見ながら中村林道を東へ

樋口沢に露出する太古の火樋口沢に露出する太古の火
山活動の痕跡を残す地層。山活動の痕跡を残す地層。
凝灰岩質を主とした特徴を凝灰岩質を主とした特徴を
見せてくれる。見せてくれる。

樋口沢ため池樋口沢ため池

熊剥ぎの杉林熊剥ぎの杉林

太古の地層の岩崖太古の地層の岩崖
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❶ 不動滝橋駐車場　　　　❷ めだきポンプ場　　　　❸ 二条の小滝　　　　❹ せせらぎの広場　　　　❺ 西向清水　　　　❻ 遊歩道入口・木橋　　　　❼ 練田峠　　　　❽ 分水峯　　　　❾ 遊歩道入口・木橋
　　　❿ 林道出会い　　　　⓫ 山神・水神碑　　　　⓬ 林道猪ゲート　　　　⓭ 熊野神社　　　　旧新川分校

20分 20分 20分 15分 20分 15分 20分 5分

15分 20分 10分 15分 3分

コースの目安コースの目安 ※山歩きの服装が基本スタイルです。熊やイノシシなどの野生動物が多く生息していますので熊鈴等の対策は必須で、青葉の季節はヤマヒルやマムシにも注意です。また季節によっては樹木が繁茂し、除草などの整備が行き届いていない部分もありますので、案内者同行がおススメです。


